
  第 47回全国高等学校ゴルフ選手権大会・東関東大会  団体の部 

  兼 2026年度関東高等学校ゴルフ選手権・東関東大会 個人の部 

                                   

                                  期日   2026年 5月 19日 

                                                   場所  ロックヒルゴルフクラブ 

競 技 規 則 

競技の条件 

  １．ゴルフ規則 

      日本ゴルフ協会ゴルフ規則及び本競技特別競技規則を適用する。 

 ２．競技委員会の裁定 

   競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄について、この委 

員会の裁定は最終である。 

  ３．使用球 

      競技者の使用球は、日本ゴルフ協会発行の最新公認球リストに記載されたもので 

      なければならない。本条件の違反は競技失格とする。 

  ４．ホールとホールの間での練習禁止 

      ホールとホールの間では、競技者はプレーを終了したばかりのホールのグリーン上 

      およびその近くではいかなる練習ストロークも行ってはならない。本条件の違反は 

      次のホールに２罰打。 

 

競技特別規則 

  １．アウトオブバウンズの境界は、白杭をもって標示する。 

  ２．修理地は、青杭または白線をもって標示する。また、猪によって掘り起こされた異常な 

グラウンド状態の場所は修理地扱いとすることができる。 

  ３．コース内におけるすべての人工の構築物は動かすことのできない障害物とする。 

    （ 管理道路・歩経路・排水溝・U字溝・支柱・支線・マンホール・標識・水道栓 

散水施設・ネット・カート道路・石垣） 

  ４．グリーン上ではパター以外のクラブを使用してはならない。（パターが損傷した場合 

は協議する） 

５．ジェネラルエリアでグリーンから 2クラブレングス以内にある固定のスプリンクラー 

ヘッドは、それがプレーの線上にあり、且つ、ボールから 2クラブレングス以内にある 

場合に限り、物理的障害が無くても『動かせない障害物』として救済をうけることがで 

きる。 

 ６．池はすべてレッドペナルティエリアとし、境界は赤線をもってする。 

７．3番ホール右側の白線に囲まれた舗装道路(道路右側の石垣も道路の一部とみなす)の 

  救済を受ける場合、道路左側(3 番ホール)のドロップエリアよりプレーする事ができる。 

８．フェアウェー上のヤード標示板は、動かせない障害物とする。 

９．プレーの一時中止 

  ①通常のプレーの一時中止（落雷等の危険を伴わない気象状況）については、ゴルフ規 

   則６－８ｂ及びｃに従って処置すること。 



  

 ②危険を伴う気象状況（雷等）のため理事会の決定によりプレーが一時中止となった場 

   合、同じ組の競技者全員がホールとホールの間にいた時は、各競技者は委員会よりプ 

レー再開の指示が出るまでプレーを再開してはならない。１ホールのプレーの途中で 

あった時は、各競技者はすぐにプレーを中断しなければならず、その後、委員会より 

プレー再開の指示が出るまでプレーを再開してはならない。この条件の違反の罰は、 

競技失格（ゴルフ規則６－８ｂ注）とする。 

  ③プレーの一時中止と再開の合図について 

    通常のプレー中止：サイレン１回、危険を伴う気象状況のための即時プレー中止： 

    サイレン１回とアナウンス 

    プレーの再開：アナウンス及び競技委員の指示  以上全て、競技委員の指示による。 

 

注意事項 

  １．競技の条件または特別競技規則に追加または変更のあるときは、別に掲示する。 

  ２．プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないように注意のこと。 

      プレーの不当な遅延については、ペナルティーを課す。 

  ３．スタート時刻 10分前には、必ずティーイングエリア周辺に待機すること。 

 ４．携帯電話は電源を切り、プレー中は使用禁止とする。緊急時のみ、使用可とする。これに違

反した場合はアドバイスを受けた可能性があると見なし、競技失格とする場合もある。 

 ５．距離計測器の使用を認める。ただし、高低差の出る機能は使用してはならない。計測器には

必ず記名する事。 

６．失格・出場停止等、大会役員の決定については、抗議その他のクレームは一切認めない。   

 ７．大会本部から許可を受けた者以外のコース内への立ち入りを一切禁止する。 

   

義務事項 

  １．目土袋・スコップ・は、学校名・氏名を明記し、競技開始から終了まで必ず持参のこと。 

  ２．服装は、日本高等学校ゴルフ連盟ユニホーム規定（R6年４月１施行）に準じる。 

   帽子は必ず着用すること。 

  ３．高校生として、スポーツマンとして好ましからぬ言動を厳に慎むこと。 

    プレー中の私語は特に慎むこと。 

  ４．茶髪・長髪・パーマネント・ネイル等、高校生の品位を疑うようなヘアースタイルでの 

      試合参加は厳に慎むこと。 

  ５．ネックレス・ピアス等、装飾品は大会参加には不要なものであり、厳に慎むこと。 

  ６．練習日も競技会の一部であることの認識にたち、前記のことを守ること。 

  ７．全使用球にフルネームと通し番号を記入しておくこと。スタート時に使用する 3球を 

用意し無記名のボールの使用が判明した時は失格とする事がある。 

 ８．練習ラウンド及び競技日での練習グリーンでの使用球は 1人 1球とする 

 ９．キャディバッグはスタートの 15分前までに各自で指定のカートに積み込むこと 

        以上、義務事項を遵守できぬ場合は、主権者により厳重な指導が行われる       

 



                                         

ヤーテージ表 

（男子）6,646 yard Par71   

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 小計 

Par ４ ３ ５ ３ ４ ４ ４ ５ ４ ３６ 

yard 410 153 515 162 401 376 414 507 463 3401 

 10 11 12 13 14 15 16 17 18 小計 

Par ４ ４ ３ ４ ４  ４ ５ ３ ４ ３５ 

yard 354 361 186 453 410 405 542 142 392 3245 

 

 

（女子）6,201yard Par72   

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 小計 

Par ４ ３ ５ ３ ４ ４ ４ ５ ４ ３６ 

yard 381 137 501 162 381 352 378 488 387 316７ 

 10 11 12 13 14 15 16 17 18 小計 

Par ４ ４ ３ ５ ４  ４ ５ ３ ４ ３６ 

yard 327 331 149 475 380 379 503 142 348 3034 

 

2026年 5月        競技委員長 


